
水引小学校 柳田　健一

対策・改善点 主な意見
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ Ａ 7
(1) Ｂ Ｂ 4

Ｃ Ｃ 0
Ｄ Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ Ａ 6
(1) Ｂ Ｂ 3

Ｃ Ｃ 2

Ｄ Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ Ａ 9
(2) Ｂ Ｂ 2

Ｃ Ｃ 0
Ｄ Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ Ａ 8
(2) Ｂ Ｂ 2

Ｃ Ｃ 1
Ｄ Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ Ａ 2
(3) Ｂ Ｂ 9

Ｃ Ｃ 0
Ｄ Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ Ａ 7
(4) Ｂ Ｂ 3

Ｃ Ｃ 1
Ｄ Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ Ａ 5
(5) Ｂ Ｂ 5

Ｃ Ｃ 1
Ｄ Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ Ａ 4
(5) Ｂ Ｂ 7

Ｃ Ｃ 0
Ｄ Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ Ａ 4
(7) Ｂ Ｂ 7

Ｃ Ｃ 0
Ｄ Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ Ａ 3
(7) Ｂ Ｂ 6

Ｃ Ｃ 0
Ｄ Ｄ 2

様式６ 令和６年度　学校関係者評価　　　　No.1

学校名 校長名

番号事項 評価項目
学校教職員による自己評価 学校関係者評価委員による評価(集約)

評定(数値平均) 評定(数値平均)

1

　校長の学校経
営方針等が保護
者や地域に伝
わっている。

・目指す子供像と魅力ある
学校づくりのために具体的
な方策を立てよく取り組ん
でいる。
・学校だよりやブログを通
じて伝わっている。

#DIV/0! 3.6

2

　望ましい子供の
姿（知・徳・体）
に向かって数値的
目標を設定し努力
している。

・知・徳・体それぞれに重
点化されており、各クラス
で一人一人に目標をもたせ
ていることが設営等でわ
かった。（目標の数値化→
評価・改善）

#DIV/0! 3.4

3

　子供たちは、
楽しそうに生き
生きと学校生活
を送っている。

・授業を参観し、どのク
ラスも明るく意見を述べ
るなど楽しく過ごしてい
る。#DIV/0! 3.8

4

　いじめや不登校
など生徒指導上の
課題解決に向けて
積極的に取り組ん
でいる。

・子供同士互いに認め合う
学校生活に充実感を味わう
よう努力している。さらに
協働的な活動を広げてほし
い。
・第３者のサポートもあ

#DIV/0! 3.6

5

　子供たちの安全
（登下校時、自然
災害時）について
細心の注意を払っ
ている。

・校長先生の立哨指導があり
がたい。
・安心・安全のために念を入
れた指導がなされていると思
うが、さらに努力してほし
い。
・努力点が見えない。

#DIV/0! 3.2

6

　教職員は、子
供や保護者、地
域との望ましい
関係を築いてい
る。

・どのクラスも明るくい
い関係が見られる。
・望ましい関係でない様
子もある。#DIV/0! 3.5

7

　学校は常に整
理整頓、清掃さ
れ、花や緑に囲
まれている。

・校舎内外よく掃除さ
れている。
・とてもきれいであ
る。

#DIV/0! 3.4

8

　学校の施設・
設備は定期的に
安全維持管理の
ための点検等が
なされている。

・トイレが敷地内にあると雨
天時でも安心できる。
・校庭に外灯があるとよい。
・見えない部分のチェックが
必要である。

#DIV/0! 3.4

9

　子供たちの学
力や体力の実態
が保護者や地域
によく知らされ
ている。

・データを基に子供の成
長を示している。
・学校参観等でも知らさ
れている。#DIV/0! 3.4

10

　保護者や地域
は学校の教育活
動に対して協
力・支援を行っ
ている。

・地域はまだまだできそう
だ。
・ＰＴＡ行事の見直しが必要
である。
・家庭の実態に応じた個別の
働きかけも必要である。

#DIV/0! 2.9



学　　校　　名

対策・改善点 主な意見
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ Ａ 7
(6) Ｂ Ｂ 3

Ｃ Ｃ 1
Ｄ Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ Ａ 8
(6) Ｂ Ｂ 2

Ｃ Ｃ 1
Ｄ Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ Ａ 3
(6) Ｂ Ｂ 7

Ｃ Ｃ 1
Ｄ Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ Ａ 6
(2) Ｂ Ｂ 3

Ｃ Ｃ 2
Ｄ Ｄ 0
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ Ａ
(8) Ｂ Ｂ

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ
段階 人数 平均 段階 人数 平均

Ａ Ａ
(8) Ｂ Ｂ

Ｃ Ｃ
Ｄ Ｄ

＜学校関係者評価結果及び委員の意見等をふまえた次年度の改善点と対応策＞

様式６ 令和６年度学校関係者評価　　　　No.２

番号事項 評価項目
学校教職員による自己評価(集約） 学校関係者評価委員による評価(集約)
評定(数値平均) 評定(数値平均)

11

　小中一貫教育
は、積極的に実践
され、子供たちの
姿として現れてい
る。

・本校の先駆的な取組が
評価されている。
・文化祭、体育祭以外に
ももっと交流があってよ
い。

#DIV/0! 3.5

12

　薩摩川内元気
塾は、子供たち
に夢や元気を与
えてくれてい
る。

・子供達の意欲を引き
出す機会となってい
る。

#DIV/0! 3.6

13

　英語教育の推進
について、小・中
学校の特質を活か
して充実が図られ
ている。

・外国人の先生の教えも
あり子供の発音がきれ
い。
・英語に関する設営があ
る。

#DIV/0! 3.2

14

  子供たちは、
学校や地域で進
んであいさつを
している。

・学校を訪問した際に進んで
元気なあいさつをしてくれ
る。
・よく参加している。
・学校外でのあいさつがなく
寂しく感じることがある。

#DIV/0! 3

15
#DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

↑A=4点、B=3
点、C=2点、D=
１点として、学
校教職員の評価
を平均（小数第
１位まで）

↑A=4点、B=3点、
C=2点、D=１点とし
て、学校関係者評
価委員の評価を平
均（小数第１位ま
で）

16


